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PRESS RELEASE H 1

都市的知覚

[アーティスト] 笹口数、石原次郎、前林明次、前田真二郎、遠藤孝則、河村陽介、上妻勇太、八嶋有司
[会期] 2009年8月11日（火）～8月30日（日）
[オープニング・レセプション] 8月10日（月）18:00-20:00
[関連イベント] アーティスト・トーク｜8月11日（火）19:00-20:00

TWS本郷について

TWS本郷は、「TWS-Emerging」を中心に大学連携プログラム、若手企画者を支援・育成する目的で公募された展覧会の開催等、
様々な形で東京の若い今の感性に出会える場となっています。

[展覧会場] トーキョーワンダーサイト本郷
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2009年6月吉日
財団法人東京都歴史文化財団

トーキョーワンダーサイト

報道関係者各位

謹啓

貴下ますますご清栄のこことお慶び申し上げます。平素よりトーキョーワンダーサイト（TWS）の事業運営にご高配いただき、
誠に有難うございます。
さてこの度TWS本郷では、情報科学芸術大学院大学(IAMAS)ロカティブ・メディア・プロジェクトと共同して展覧会を開催
いたします。TWSとIAMASは今回初めて共同で展覧会を開催する運びとなります。IAMASは創立当初から積極的に海外
のアーティストや研究者、研究機関との連携を進め、メディアアートの国際的な展覧会などを実施しています。また、メディア文
化の広汎な分野において優れた人材を輩出している機関です。

2009年8月11日から8月30日まで開催する「都市的知覚」展は、国際的に活躍する卒業生、教授陣、学生８人によって「都市」
を題材に「都市的知覚」を表出する試みです。観る者が東京の都市でどのような知覚を得るのかご期待下さい。

つきましては本展の周知・告知活動にご協力賜りますよう何卒宜しくお願い申し上げます。
なお8月10日に開催するオープニング・レセプションへもぜひ足をお運びいただきますようお願い申し上げます。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬白

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本展に関するお問合せ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トーキョーワンダーサイト本郷　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  TEL 03-5689-5331 / FAX 03-5689-7501

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展示に関するお問合せ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IAMAS Locative Media Project　担当：遠藤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL 0584-75-6600

トーキョーワンダーサイト館長・東京都参与
　　　　　　　　　　　　　今村　有策
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展覧会趣旨

都市的知覚

量、速度、効率。都市を生きるわたしたちの知覚は、環境に深く浸透したこれらの特質にただ圧倒されているようにもみえる。しかし、
それがもともと発見され、選び取られるというプロセスを経て形成されてきたものなら、今を生きる私たちの知覚も自らの手で組み
替えていくことが出来るだろう。

問題はその方法だ。まずは今まで当然と見なされていたものを疑い、裏側をのぞきこんでみる。積極的にズレを起こし、それさえ世界
のひとつの像であることを受け入れてみる。一見、無関係なもの同士を直感的につないだり、普段気に留められないものに目を凝らし、
それに形を与えてみる。身体の感覚にまかせて隙間や抜け道を見出し、走り抜けてみる。そのときテクノロジーは手助けにしても、
振り回されないようにしたい。

この展覧会において各作家は「都市」を題材に、それぞれの視点と手法により、さまざまに試行を展開する。まだ断片的ではあるが、
そのような試行の蓄積が未来の知覚を作るためのステップとなるだろう。

開催概要

■会期：2009年8月11日（火） → 8月30日(日)
■会場：トーキョーワンダーサイト本郷（〒113-0033 東京都文京区本郷2-4-16）

■入場料：無料
■休館日：月曜日
■開館時間：11:00-19:00
■アーティスト：笹口数、石原次郎、前林明次、前田真二郎、遠藤孝則、河村陽介、上妻勇太、八嶋有司
■オープニング・レセプション：8月10日（月）18:00-20:00
■ アーティスト・トーク：8月11日（火）19:00-20:00

■主催：財団法人東京都歴史文化財団 トーキョーワンダーサイト、IAMAS Locative Media Project
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1962年東京都生まれ。
チェルシーカレッジ・オブ・アート・アンド・デザイン（ロンドン）ファインアート修士課程修了。
2002年「ハラドキュメンツ8想影 -in/visible-」（原美術館、東京）や2004年「六本木クロッ
シング」（森美術館、東京）など数多くの展覧会に出品。ドット（黒い点）を空間に配して人物
を浮かび上がらせる作品で、「六本木クロッシング」にてオーディエンス賞受賞。表層に現れ
ているイメージを糸口に、私たちと世界とを結びつける「記憶の技法」ともいうべきシステム
のあり方を探索している。

前林明次｜Akitsugu Maebayashi

1965年生まれ。
身体と環境の接点としての聴覚や音に焦点をあて、体験の場として作品を提示している。
「Audible Distance」（1997）はICCビエンナーレ'97において準グランプリを受賞。聴覚
の変化が知覚に及ぼす影響を作品化した「Sonic Interface」（1999）は、DEAF_00（ロッ
テルダム）、SONAR 06（バルセロナ）等、数々の国内外のフェスティバルにおいて紹介され
る。近年は立体音響技術を利用したサウンド・インスタレーションや画像認識システムを介し、
ダンサーとのコラボレーションも行っている。情報科学芸術大学院大学（IAMAS）准教授。

石原次郎｜Jiro Ishihara
1971年神奈川県生まれ。
IAMAS、Le Fresnoy卒業。武蔵野美術大学パリ賞受賞後、渡欧。UNESCO-ASCHBERG
より助成を得、Civitella Ranieri Center滞在芸術家。多摩美術大学助手を経て、現在、東
京芸術大学非常勤講師。都市におけるニュートラルな空間をモチーフに、写真・映像・平面
作品を制作。マクドナルドを利用した人々のポートレイト集「McDonaldites」（2002）、地
下鉄の車窓映像を繋げた「interMetro」（2003）など。2008年には「dans la nuit, des 
images」展（パリ・グランパレ）に出品。

《出品作品のための習作》
2009

《metronome piece》
2003-2009
サウンド・インスタレーション
©Franz Wamhof 

《interMetro》
2003
メディア・インスタレーション

笹口数｜Kazz Sasaguchi
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1969年生まれ。
90年代初頭より国内外の映画祭や展覧会などで発表。代表作に「オン」(2000／香港国際
映画祭)、「日 "々hibi"13 full moons」(2005／山形国際ドキュメンタリー映画祭) などが
ある。 映像メディアを「未知を発見する道具」と捉え、コンピュータを用いた自動編集によっ
て作品を完成させることもあれば、規則に基づく撮影行為の連鎖を映画にすることもある。
光学的な複製像と撮影者の身体が関係していく生成プロセスを時間軸表現に変換する方
法を探っている。2005年よりDVDレーベル”SOLCHORD”の監修を務める。情報科学芸術
大学院大学(IAMAS)准教授。

遠藤孝則｜Takanori Endo

1976年岐阜県生まれ。
大学を卒業後、国際情報科学芸術アカデミーに入学。その後画像処理の研究補助員を
勤めた後、現在情報科学芸術大学院大学に助教として勤務。愛知県児童総合センターの
常設展示や、アニメーションワークショップのシステム製作などユーザーの経験に依存し
ないインターフェースを中心とした制作を行っている。近年はフィジカルコンピューティン
グツールキットの開発やワークショップなど教育普及活動にも参加している。

河村陽介｜Yosuke Kawamura
1977年愛知県生まれ。
岐阜県立国際情報科学芸術アカデミーアート＆メディア・ラボ科卒業。主にサウンド、光を
用いたメディアでの感覚体験を空間インスタレーション、パフォーマンスのかたちで制作。
2005年より移動型ミュージアム「MOBIUM」の企画運営を行い、移動型空間による、その
土地や場所にリンクした展示やリサーチを行なっている。

《BETWEEN YESTERDAY & TOMORROW》シリーズより抜粋
2009
シングル・チャンネル

《記念写真》
2009
メディア・インスタレーション

《MOBIUM》
2005-2009
ドキュメンテーション

前田真二郎｜Shinjiro Maeda
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1985年熊本県生まれ。
京都造形芸術大学空間演出デザイン学科修了。現在、情報科学芸術大学院大学（IAMAS）
メディア表現研究科在籍中。チューリップの球根を他人の敷地に植えていく作品や、お天気
カメラに風船を映り込ませる作品など、パブリックとプライベートの境界線やコミュニケー
ションのあり方などをテーマに、地域社会を構成する様々な要素を、自身の作品による特定
のルールを提示することで浮き彫りにしていく。

八嶋有司｜Yushi Yashima

1981年神戸市生まれ。
情報科学芸術大学院大学（IAMAS）在籍中。ストローを使った透過性のあるスクリーンに
より、本物〈実像〉と投影された映像〈虚像〉にズレを生む作品や、自身の部屋をシリコンで
型取り、展示会場で再構成するプライベート／パブリックの不可視な境界線を見せる作品
など、日常における見えない境界線をテーマに作品を制作している。2007年に「公募　
京都芸術センター2007」に入選。

《勝手な幸せ》
2007-2009
インスタレーション

《[P.A.]》
2007
インスタレーション
©Seiji Toyonaga

上妻勇太｜Yuta Kozuma


